










1.研究目的 

昭和 52 年より先天代謝異常症の新生児マス・スクリーニングが公費で実施され,その早期

診断・早期治療が可能となり，代謝異常に基づく障害の発生が有効に予防できる態勢が確

立された。そして,同年 9月には,厚生省心身障害研究班は,マス・スクリーニングの対象と

された 5疾患の治療指針を公表し全国的に行われるこれらの稀な疾患の治療について万全

を期したわけである。このように，全国的に早期発見された症例が一定の基準に基いて治

療されているので，その成績をまとめて心身障害発生予防対策としての新生児マス・スク

リーニングの効果を明らかにするのが本研究の目的である。 


